
 

  

 

                          

学校再開に向けて                         校長 小林 茂雄 

 

緊急事態宣言が神奈川県を含む首都圏もようやく解除され、それに伴い横浜市内の公立学校も6

月1日から再開されました。3月初めから約3か月間、ステイホームで自宅学習に取り組んでくれ

た生徒の皆さん、本当にありがとう。皆さんの笑顔と明るい声が学校に戻ってくることを心より

嬉しく思います。平常授業にはもう少し時間がかかりますが、今日から仲間や先生方とともに新

年度の出発です。今週と来週の2週間は午前午後の入れ替えで半日の授業ですが、学校生活にリ

ズムが取り戻せるよう頑張っていきましょう。本来ならば5月には体育祭そして6月には修学旅

行や自然教室、職場体験などをしている時期ですが、コロナの影響ですべての行事が中止や変更、

延期などをせざるを得ません。また、部活動においても体育的文化的にかかわらず、全ての種目

で夏の全国・県大会が中止となりました。いろいろな意味で不安や失望、不満などがあるかと思

います。特に3年生にとっては2年半の皆さんの取り組みを振り替えると言葉がありません。か

けがえのない時間が失われてしまったことに対する無念の思いは活動してきた皆さん、支えてき

た保護者の方も、指導してきた先生方も同じです。唯々、感染症という目に見えない病魔を恨む

だけです。誰も悪くない、誰も責められない、そんなやり場のない気持ちでいっぱいです。 

しかし私たちはそこに立ち止まっているわけにはいきません、前を向いて1歩ずつ前進してい

きましょう。感染症も被害は減ったものの、まだなくなったわけではありません。引き続き第2

波が起こらないように注意しながら、やれることを、やるべきことを一つずつ積み上げていきま

しょう。できることならば失われた時間や様々な活動を取り返すべく、今まで以上に学校生活の

一日一日を大切に過ごしていってほしいと思います。この後にもまだ変更しなければならないこ

とが出てくると思います。しかし先生方は皆さんのことを第一に考えつつ、皆さんを支えていき

ます。みんなで協力して負けない心で乗り越えていきましょう。 

さて、ここでこれから学校生活を過ごすために意識して欲しいことをお伝えします。この内容

はこの後に載せた日本赤十字社の【新型コロナウイルスの3つの顔を知ろう！～負のスパイラル

を断ち切るために～】を参考に考えました。皆さんが」安心して楽しく学校生活を送るために是

非取り組んでください。 

（１）感染症そのものの病気を防ぐために・・・ 

  こまめなうがい・手洗いの慣行、ソーシャルディスタンスの保持・マスク着用・日々の検
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温と体調管理を怠りなく。 

（２）感染症に関わる不安や恐れを防ぐために・・・ 

  コロナに関しての耳には言いてくる情報が正しいか否かを、一旦落ち着いて考えること。 

  聞いた話が本当かどうか周りの大人などに尋ねたり、相談すること。 

（３）感染症に関わる偏見や差別を防ぐために・・・ 

デマや噂を信じないこと。デマや噂を流さないこと。感染症に関わるからかいやいじめに

なるような言動はしない、またそれに同調しないこと。 

 

本校の教育理念は『自立と貢献』『健康と思いやり』『対話と融和』です。是非この3つの柱の

中の健康・思いやり・融和を意識して過ごしてほしいと思います。自分の健康を守りながら、相

手の立場に立ってみること。誰もが不安です。しかし不安の度合いやコロナウイルスに対する認

識は一人ひとり違います。お互いが思いやりをもって常に温かい言葉を掛け合えば、必ず過ごし

やすい学校生活が生まれると信じています。よろしくお願いします。 

 

日本赤十字社『新型コロナウイルス感染症の3つの顔』～負のスパイラルを断ち切るために～ 

 

新型コロナウイルスによる感染症が流行 

しています。 

実はこのウイルスが怖いのは 

『3つの感染症』という顔が 

あることです。 

知らず知らずのうちに私たちも影響を

受けていることを皆さんはご存知ですか？ 

 

3つの感染症はつながっている 

一人ひとりが気を付けないとワタシはこうやって力をつけて

いくよ！ 

 

ウイルスがもたらす 

第１の感染症は病気そのものです。 

 

このウイルスは感染者との接

触でうつることがわかっていま

す。感染すると、風邪症状や

重症化して肺炎を引き起こす

ことがあります。 

 

ウイルスがもたらす 

第2の感染症は不安と恐れです。 

このウイルスは見えません。ワクチンや

薬もまだ開発されていません。わから

ないことが多いため、私たちは強い不

安や恐れを感じ、振り回されてしまうこ

とがあります。それらは私たちの心の中

で膨らみ、気づく力・聴く力・自分を支

える力を弱め、瞬く間に人から人へ伝

染していきます。 

ウイルスがもたらす 

第３の感染症は嫌悪・偏見・差別です 

不安や恐れは人間の生き延びようとする本能を刺激しま

す。そしてウイルスに関わる人や対象を日常生活から遠ざ

けて、差別するなど、人と人との信頼関係社会のつながりが

壊されてしまい

ます。 

 



なぜ、悪寒・偏見・差別が生まれるのか？ 

見えない敵（ウイルス）への不安 

敵はウイルス    

 

特定の対象を見える敵とみなし

て嫌悪の対象とする 

敵がすり替わる 

 

嫌悪の対象を偏見・差別し遠ざ

けることで束の間の安心感が得

られる 

本当の敵が見えなくなる 

特定の人・地域・職業などに対して「危険」「ばい菌」といった

レッテルを張る心理によって差別や偏見は起こります。 

3 つの感染症はどうつながっているの？ 

この感染症の怖さは、病気が不安を呼び、不安が差別を生

み、差別が更なる病気の拡散につながることです。 

皆さんも 

ウイルスに関する悪い情報ばかりに目が向いたり。なにかと

ウイルスに結びつけて考えたりしていませんか？ 

「あの人咳をしてる・・・・コロナなんじゃない？」 

「あの地域はコロナが流行っているから、あそこの物を

購入するのはやめよう・・・」 

「熱があるけど怖いから黙っていよう・・・」 

このように思い、行動することから感染症           

は広がっていきます。 

これらの感染症をふせぐために、私たちはどのような工夫が

できるでしょうか？ 

第1の感染症を防ぐために 

1人ひとりが衛生行動を徹底しましょう。 

「手洗い」 

「咳エチケット」 

「人混みを避ける」 

など、ウイルスに立ち向かうための行動

を、自分のためだけでなく、周りの人のた

めにすることが大切です。 

第２の感染症にふりまわされないために 

不安や恐れは私たちの。 

気づく力 

聴く力 

自分を支える力 

を弱めます。 

不安や恐れは身を守るために必要な感情ですが、私たち

から力を奪い、冷静な対応ができなくなることもあります。 

 

第2の感染症にふりまわされないために 

気づく力を高める。 

まずは自分を見つめてみましょう。 

・立ち止まって一息入れる 

（深呼吸、お茶を飲む） 

・今の状況を整理してみる 

・自分自身を色々な角度から

観察してみる。 

第2の感染症にふりまわされないために 

聴く力を高める。 

いつもの自分と違うところはありませんか？ 

・ウイルスに関する悪い情報ばかり

に目が向いていませんか？ 

・なにかと感染症に結び付けて考え

ていませんか？ 

・趣味の時間や親しい人との交流が

減っていませんか？ 

普段と変わらず続けられるっことはありますか？ 

 



第2の感染症にふりまわされないために 

自分を支える力を高める。 

自分の安全や健康のために必要なことを見極めて自ら選

択してみましょう。 

・ウイルスに関する情報にさらされるのを制限し、距離を置く

時間を作る。 

・いつもの生活習慣やペースを保つ。 

・心地よい環境を整える 

・今、自分ができていること

を認める 

・今の状況だからこそでき

ることに取り組んでみる。 

・安心できる相手と過ごす

時間を増やす。 

第３の感染症を防ぐために 

不安をあおることは病気に対する偏見や差別を強めます。 

・「確かな情報」を広めましょう。 

・差別的な言動に同調しないようにしましょう。 

第３の感染症を防ぐために 

世界中のそれぞれの場所で、多くの人たちが感染を拡大し

ないように頑張っています。 

・小さな子供のいる家庭 

・高齢者 

・治療を受けている人とその家族 

・自宅待機している人 

・医療従事者 

・日常生活を送って社会を支えている人 

この事態に対応しているすべての方々を 

ねぎらい・敬意を払いましょう 

まとめ  3つの感染症をみんなで乗り越えていくために 

このように、新型コロナウイルスは3つの感染症という顔をも

って、私たちの生活に影響を及ぼします。 

このウイルスとの戦い

は長期戦になるかもし

れません。 

それぞれの立場で、で

きることを行い、みん

なが一つになって負

のスパイラルを立ち切

っていきましょう。 

 

 
 

 

保護者の皆様へ、学校では3密を避け、感染症対策を意識して生徒の教育環境の改善に努めて

まいります。その上で是非とも、登校の際には検温と体調管理を必ず行い、マスク、ハンカチ、

ティッシュ・ビニール袋の持参をご協力いただきますようお願いいたします。 


